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プシギスの人々は、2007 年 12 月 30 日からの 2 ヵ月余りの間、実質上の自
民族の土地（キプシギス 5 県）の四囲に住む諸民族と個々別々の理由で、し


















































































民虹の連合」（NARC；National Alliance of Rainbow Coalition）に大挙して
結集した。キバキは、その内部の勢力均衡力学の綾で漁夫の利を得て統一大
統領候補に担がれ、首尾良く当選したのである。







込んだ新憲法草案を 2005 年 11 月末に国民投票に付すことを決めると、人々
の反発は極点に達した。その国民投票での地滑り的な大敗後も、内外の予想











務総長コフィ・アナンの不屈の努力が実り、2 月 28 日、ODM と PNU が基






























































































































































他方これとは対照的に、キプシギス 5 県の中央部の各地では、「2007 年総
















シエックでは、区担当の県行政官（District oﬃ  cer：通常 D.O. と呼ぶ、行政
首長の上司）や行政首長の事務所までが襲撃を受けて、焼き払われた。行政














































































代表者は、アフリカ・ゴスペル教会（African Gospel Church: 略称 AGC）



















（f）矢の値段が一本 10 シリング〔約 16 円〕から 15 ～ 25 シリング〔約
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る。そうした雰囲気の一端は、既に報告した、1 月 3 日の ODM 抗議行動の












































































での 2 度の PNU 選挙キャンペーン集会である。その集会の主賓は大統領キ
バキの夫人ルーシーであり、各正副行政首長は単に出席するだけでなく、最












































































































コイワ高校の前の校長代理 S．ロノは、2008 年 1 月の或る晩キプコイベッ
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という若者（以下 B と呼ぶ）が現れたのである。A は、B に現物を見せさ
せたうえで価格交渉をして代金を支払い、後日鉄パイプを引き取りに来ると
約束した。翌日、Aはオーグスティンを伴ってBの家を訪ねた。オーグスティ
ンは、巧みに物陰に身を隠してから、A と B の取引の現場にいきなり踏み











































































































































接する G 村の男 C が D の客になった。だが、事が終わると C は約束の 2 百
ケニアシリングどころか、一銭も支払わずに D の部屋をさっさと出ていっ
てしまった。D は、すぐに F に C の不実を訴え出たが、自宅のある村へ帰
ろうとしていた F は客と話し合えと言って事を済ませようとした。
困り果てた D は、やはりンダナイ・マーケットに間借りしている中年の「雑
業者」の男性 S に助けを求めた。当時 S は、数年前からマーケット評議会
に加わることになった、間借り人代表の評議員を務めていた。S は、喜んで
仲介役を引受けて K 村の C の自宅を訪問し、D を人間として扱うべきだと


































を与え、2009 年 7 月 2 日午後、自ら陣頭指揮して選挙集会を断行した。だが、
















人数を数えたのは、行政首長ラルフ自身である。その結果、M の得票数 153 
に対して、S は 63 だった。こうして、前例を見ない、27 歳の飛び抜けて若




















（3）「2007 年総選挙後危機」における共同体と F の変質
以上に縷々報告したのは、24 年間もの間、ンダナイ・マーケット議長と
してンダナイ区の人々の厚い信任を得てきた F が、突如、しかも若者たち
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と女性たちの「叛乱」によってその職を追われたという社会劇である。
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